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《研究室紹介》
農 業 会 計 学 研 究 室
(FarmAccountingLab.)
浅 野 幸 雄
農業生産は動物性,植 物性の食糧,原 料の供給であ り,有 機的生命体である動植物を生産対象
とし,そ れぞれが個体差をもったものである。その生産過程において,動 植物は自然条件に強く
制約されながら農業生産物の経済的利用価値 として具現する。農業経営は動植物Q飼 育 ・成育に
最適度の環境条件を作 り出すために組織された生産経済体である。その農業生産には副産物や中
間生産物を利用した自給肥料,自 給飼料など経営粗雑内部の取引が多 く,市 場価値をもって評価
しがたいものもある。近代資本主義経済社会の中に組み込まれた個別経済体が,農 家経営や農業
法人であるにしても,そ の経営成果や経営の態様を貨幣価値的に掌握 しがたいのも,農 業生産物
の価値形成過程において市場性を持たない諸生産手段に評価を付することの困難さにあるといえ
る。
今日,農 業分野も高度な資本主義経済体制へと編入とされている農業経営の組織体が,農 産物
を産出するにおいて農場装備や無市価物などの堆厩費をも貨幣価値的に表現をすることが求めら
れる。動植物の自然増加(Accretion)は,経 済的に資産価値 としての認容を得て,そ の経済的
価値については未実現利益 として扱われる,な ど自然増加の経済的アプローチの道筋は残されて
いる。景気変動に非弾力的な農業生産の対応,農 業経営の部門的把握,部 門相互を重視 した有機
的経営観,農 業純収益 と地代 との関係,ま た大量生産 ・消費に呼応 した農業生産の合理的管理に
農業会計が新しい自己の領分を徐々にではあるが確かなものとして獲得 してきている。
本研究室では,個 別経済体である農家経営の所得計算,農 業経営の成果計算,財 産計算の原理
原則を実証的に調査研究するものである。近年の大規模経営における農業用固定資産の大規模化
傾向とその合理的管理,内 部統制組織,農 業機械の減価償却の問題,家 計 と経営の分化 ・未分
化,農 業用資産の費用化の測定など,今 日,困 惑 している農家の事情聴取 と実態調査を踏 まえ
て,市 場競争原理の中で自律的に管理運営する技術としての農業会計,農 業簿記,農 産物生産費
計算の研究に取 り組んでいる。
当面する本研究室の研究課題は,再 生産可能な森林資源の分野にまで拡大 して環境資源の維持
を経済的,会 計的視点から 「応益負担の原則」を社会的なコンセンサスの中で捉えようとしてい
る。わが国の国有林にも企業会計原則の適用がなされ,森 林資源を対象 とした森林業経営の損益
計算は,植 物資産の物量計算 と貨幣価値計算のはざまで収益概念 と費用概念の掌握に困窮を持つ
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に至 った。わが国では収益の実現主義,費 用の発生主義 という動態論会計が支配することから環
境資源維持のための経済計算を難 しくしていることもある。
森林管理にとりわけ多くの苦難の歴史を持ち,ま た植栽への情熱をもつ ドイツの実情を分析 し
なが ら,「社会的費用の負担者は誰か」「森林計測学を利用 した伐採と植林」「収穫する人 と種を
撒 く人の世代間の広が り」「人工植林の成功 と失敗」を解明しつつ,農 林業経営にも自立的な産
業経営 として成 り立つ ような多面的な要素を考慮 し,会 計的な:考察を深めている。それには動植
物の生育 ・成長 ・肥育などの歴史的,時 間的掌握も大きな課題となってきている。
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